
･ ･ 37.77    

 繰入金は、下水道事業が30.6億円ですが、横ばい

から減少傾向になってきました。 

 年々増加しているのは、国民健康保険（15.50億

円）、介護保険（12.03億円）、老人保健（10.24

億円）で、この３特別会計の合計で37.77億円にも

なります。 

 2000年度の３特別会計の合計は、25.48億円で

すので５年間で繰入金が12.29億円も増加していま

す。特に国民健康保険は2006年度も保険料の収納

率如何によっては、繰入金を増額しなければならな

い状況です。 

 一方、病院事業(市立病院)への繰入は、2004年

度以降、約３億円も減少しています。                      

第７７号 
12000部発行 

月刊武松 ４１,７５３円 
１０月の支出（図書、備品、慶弔、飲食は除く) 

情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

たけまつ    ただし

武松 忠 
印刷代（月刊武松印刷代）                １９,１４２円 

交通費（駐車場、燃料代、高速代）  ７,４８３円 

通信費（携帯電話代）            １５,１２８円   

支出計 06/10/2～06/11/2                      ４１,７５３円  

 

寄付 スズキさん         １０,０００円 

発行日  

０６/１１/６ 

 たけまつ  ただし 

頒布責任者： 武松 忠(市議会議員) 
武松政策研究会 

 

特別会計と繰入金!? 

10 ､ 5

 特別会計は、特定の事業を行なうための歳入歳出

を、一般会計と区分して別に処理する必要がある場

合に設置する会計です。2005年度決算の事業費は 

競輪：172.81億円、天守閣：1.38億円、 

下水道：95.61億円、国民健保：178.23億円、 

国保診療施設：0.44億円、公設市場：1.91億円、 

老人保健：147.45億円、宿泊等施設：4.92億円、 

介護保険：78.35億円 

 他に企業会計として、病院事業：92.85億円、水

道事業：32.73億円の事業費がかかっています。 

 図１に５億円以上（競輪を除く）の事業費の推移

を示します。 10

5 です。 

月刊武松 第７７号  武松政策研究会 討議資料 

図１ 主な特別会計＆企業会計事業費の推移
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図２ 一般会計からの繰出金等の推移
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表１ 各市の議員１人当たり人口 

月刊武松 第７７号  武松政策研究会 討議資料 

 武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

 １１月の勉強会は 

 日 時：11/25（土）18時～20時 

 場 所：市民学習フロア 学習室B （旧丸井１階ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ奥のｴﾚﾍﾞｰﾀで４階）  

 テーマ：「県合併推進審議会の答申案について」   

 参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行います。  
ｉモード用ＨＰのＱＲコード → 

 

http://www6.airnet.ne.jp/takematu/ 
 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

月刊武松は本人とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりました

ら知合いの方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

市議会議員定数の検討はしていないのですか？      市内５０代  男性 

 月刊武松をPDFファイルでHPに公開して頂きありがとうございます。改めて印刷し、読み直して見

ると４年前の36、37号では議員定数検討委員会で議員定数を32名から30名にしています。しかし、

今期は定数検討の記事がありませんが、市議会では検討されなかったのでしょうか？ また、当時議員

は定数減に慎重な記述ですが現在の定数についての考えを教えてください。 
 

 まず、小田原市議会では、4年前と異なり、定数検討委員会を設置せず、2005年9月に議会改革検討委

員会を設置し、その中で、議員定数についても検討する事になりました。結果的に、議員定数について

は、現状維持と２名減が拮抗し、取りまとめることができず、各会派の意見をまとめた形で報告書が議

長宛て2006年9月1日に提出されました。内容は、公開文書となった時点で公表しようと思います。   

 私の議員定数に対する考えですが、まず2名減にすることが民意に沿うものだと考えています。それ

は、議員1人当たり人口が平塚より2000名少なく、厚木･大和･茅ヶ崎より1000名以上少ないからです 

The Voice  今までに頂いたご意見から   

議員1人当たり人口！ 図３　議員一人当たり人口
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議員1人当たり人口　（万人）

市 人口(万人) 議員数 人口/議員数(人) 

横浜 357.9133 92 38904 

川崎 132.7009 63 21064 

相模原 62.8638 46 13666 

藤沢 39.5997 38 10421 

横須賀 42.6162 45 9470 

平塚 25.9017 30 8634 

厚木 22.2349 28 7941 

大和 22.1218 29 7628 

茅ヶ崎 22.8430 30 7614 

小田原 19.8722 30 6624 

秦野 16.8317 26 6474 

鎌倉 17.1122 28 6112 

海老名 12.3708 24 5155 

座間 12.8182 26 4930 

伊勢原 10.0573 24 4191 

綾瀬 8.1758 24 3407 

三浦 4.9869 18 2771 

南足柄 4.4130 16 2758 

逗子 5.8025 22 2638 


